
広 告広 告

令和4年9月号 令和4年9月号
1819

県
立
熊
谷
高
等
技
術
専
門
校　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

①
熊
谷
高
等
技
術
専
門
校

（
熊
谷
市
新
堀
新
田
5
2
2
）

日
10
月
8
日
㈯
午
前
9
時
～
正
午

②
秩
父
分
校（
秩
父
市
上
町
3
―

21
―

7
）

日
10
月
4
日
㈫
午
後
1
時
30
分
～
4
時

内�

実
習
体
験
、授
業
見
学
、専
門
校
の
概
要
を
詳

し
く
説
明
し
ま
す
。

申�

実
施
前
日
ま
で
に
、実
施
校
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問�

①
熊
谷
高
等
技
術
専
門
校（

5

 

3

 

2

 
･
 6 

5
5
9
）、②
秩
父
分
校（

0

 

4

 

9

 

4

 
･
 2 

2
･
1
9
4
8
）

募
集
し
ま
す
！

県
立
高
等
看
護
学
院
学
生

　
県
立
高
等
看
護
学
院
は
、高
校
新
卒
者
や
社

会
人
を
対
象
と
し
た
3
年
制
の
男
女
共
学
の
看

護
専
門
学
校
で
す
。

一
般
選
抜

受 

付
期
間
／
12
月
12
日
㈪
～
令
和
5
年
1
月
5

日
㈭
必
着

受 

験
資
格
／
高
等
学
校
･
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
し
た
方
、ま
た
は
令
和
5
年
3
月
に
高
等

学
校
･
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
方

試
験
日
／
令
和
5
年
1
月
31
日
㈫

社
会
人
選
抜

受
付
期
間
／
9
月
26
日
㈪
～
10
月
12
日
㈬
必
着

受
験
資
格
／
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方

①
高
等
学
校
･
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
、②
令

和
5
年
4
月
1
日
現
在
満
22
歳
に
達
す
る
、③

合
格
し
た
場
合
入
学
す
る
こ
と
を
確
約
で
き

る
、④
卒
業
後
県
内
で
看
護
業
務
に
従
事
す
る

意
思
を
有
す
る

試
験
日
／
11
月
8
日
㈫

問
埼
玉
県
立
高
等
看
護
学
院

　

�（
熊
谷
市
板
井
1
6
9
6
―

5
、
5

 

3

 
6
 ･ 

�

1
9
1
6
）

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現

～
仕
事
と
生
活
の
両
立
～

配 

信
期
間
／
9
月
15
日
㈭
～
令
和
5
年
3
月
17

日
㈮

申
込
期
限
／
令
和
5
年
3
月
14
日
㈫
ま
で

配
信
時
間
／
60
分

内�

仕
事
と
治
療
の
両
立
や
男
性
育
児
休
業
制

度
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
講
演
を
行
い

ま
す
。

講
師
／
社
会
保
険
労
務
士
･
佐
藤
哲
義
氏

共
通

申�

県
電
子
申
請・届
出
サ
ー
ビ
ス
専
用
サ
イ
ト
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。申
し
込
み
受
付

後
、関
係
資
料
を
メ
ー
ル
で
お
送
り
し
ま
す
。

問
県
多
様
な
働
き
方
推
進
課

　
（

0
4
8・8
3
0・4
5
1
5
）

ご
参
加
く
だ
さ
い
！�

隣
保
館
事
業

子
ど
も
と
保
護
者
の
木
工
教
室

日
10
月
1
日
㈯
、2
日
㈰
、9
日
㈰

　

午
前
の
部�
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

午
後
の
部�
午
後
1
時
30
分
～
3
時

※�

9
日
㈰
は
午
前
の
部
の
み

場
か
わ
せ
み
荘
2
階
工
作
室

定
各
回
6
組（
申
込
順
）

内�

初
心
者
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
子
ど
も
と

保
護
者
の
木
工
教
室
で
す
。丸
テ
ー
ブ
ル
等

の
組
み
立
て
作
業
を
中
心
に
、1
回
の
参
加

で
1
作
品
を
作
り
上
げ
ま
す
。

講
師
／
大
谷
充
秀
氏

費
1
5
0
0
円

申�

9
月
14
日
㈬
午
前
9
時
30
分
か
ら
電
話
で
隣

保
館
へ
。

女
性
の
た
め
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ
教
室

日�

10
月
28
日
、11
月
11
日
、18
日
、25
日
、12
月
2

日
、16
日（
各
金
曜
日
、全
6
回
）

　
午
前
9
時
30
分
～
10
時
30
分

場
か
わ
せ
み
荘
3
階
多
目
的
ホ
ー
ル

定
10
人（
申
込
順
）

内�

心
と
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
女
性
の
た
め

の
ヨ
ガ
教
室
で
す
。初
め
て
の
方
で
も
安
心

し
て
参
加
い
た
だ
け
ま
す
が
、ヨ
ガ
マ
ッ
ト

を
持
参
で
き
る
方
に
限
り
ま
す
。

講
師
／
加
藤
弘
美
氏

費
無
料

申�

9
月
27
日
㈫
午
前
9
時
30
分
か
ら
電
話
で
隣

保
館
へ
。

手
芸
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

日�

�10
月
30
日
、11
月
13
日
、27
日
、12
月
4
日
、18

日（
各
日
曜
日
、全
5
回
）

　
午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

場
か
わ
せ
み
荘
3
階
会
議
室

対
若
干
の
経
験
者

定
10
人（
申
込
順
）

内�

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
技
法
を
用
い
て
、お
し
ゃ

ご
参
加
く
だ
さ
い
！

女
性
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
講
座

　

県
で
は
、子
育
て
等
で
離
職
中
の
女
性
を
対

象
に
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
の
習
得
を
サ
ポ
ー
ト
し
、就

職
活
動
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
支
援
を
行
い
ま

す
。

日��

基
礎
講
座
･
応
用
講
座
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

開
催
中（
令
和
5
年
3
月
ま
で
、い
つ
で
も
受

講
可
能
）

　

�

実
践
講
座
･
業
務
体
験
第
１
期（
10
月
～
11

月
）、第
2
期（
12
月
～
1
月
）が
あ
り
ま
す
。

対�

Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
を
習
得
し
て
埼
玉
県
内
で
働
く

こ
と
を
お
考
え
の
女
性

費
無
料（
通
信
料
等
は
自
己
負
担
）

申
専
用
サ
イ
ト
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

他�

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
受
講
に
は
、パ
ソ
コ
ン・タ

ブ
レ
ッ
ト・ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
お
よ
び
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
専
用
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

女
性
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
推
進
事
業
事
務

局（

0
3
･
5
3
4
8
･
2
0
3
9
）

多
様
な
働
き
方

実
践
企
業
認
定
制
度
に
つ
い
て

　
県
で
は
、テ
レ
ワ
ー
ク
や
短
時
間
勤
務
な
ど
、

多
様
な
働
き
方
が
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
企
業
を「
多
様
な
働
き
方
実

践
企
業
」と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。

　
実
践
企
業
と
し
て
認
定
さ
れ
る
と
、シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
や
限
定
グ
ッ
ズ
を
使
用
し
、採
用
活

動
等
で
実
践
企
業
で
あ
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、求
職
者
が
就
職
先
を
選
択
す
る
と
き

「
自
分
の
生
活
に
合
っ
た
働
き
方
が
実
現
で
き

れ
で
実
用
的
な「
大
人
色
の
ポ
シ
ェ
ッ
ト
」を

作
り
ま
す
。

講
師
／
松
尾
淑
子
氏

費
3
5
0
0
円

申�

9
月
16
日
㈮
午
前
9
時
30
分
か
ら
電
話
で
隣

保
館
へ
。

共
通

問
隣
保
館（

5
8
1
･
3
8
6
1
）

県
北
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

出
張
法
律
相
談
会

深
谷
会
場

日�

9
月
21
日
㈬
午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

場
上
柴
公
民
館
小
会
議
室

　
（
深
谷
市
上
柴
町
西
4
―

2
―

14
）

相
談
方
法
／
面
談
相
談（
1
組
1
時
間
）

※
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

相 
談
内
容
／
相
続
、遺
言
、登
記
、債
務
整
理
、成

年
後
見
、不
動
産
の
名
義
変
更
等

費
無
料

予
約
専
用
電
話
番
号

（

0
4
8
･
8
3
8
･
7
4
7
2
）

問�

埼
玉
司
法
書
士
会

　
（

0
4
8
･
8
6
3
･
7
8
6
1
）

始
ま
り
ま
す
！

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

次
の
期
間
、秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
実

施
し
ま
す
。交
通
事
故
0（
ゼ
ロ
）の
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、人
も
車
も
自
転
車
も
危
険
予
測

と
思
い
や
り
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

日�

9
月
21
日
㈬
か
ら
30
日
㈮
の
10
日
間

全
国
運
動
重
点

〇�

子
供
と
高
齢
者
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安

全
確
保

〇�

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
者
事
故
等
の
防
止

及
び
飲
酒
運
転
の
根
絶

〇
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底

問�

寄
居
警
察
署
交
通
課

　
（

5
8
1
･
0
1
1
0
）

る
か
」を
重
視
し
て
い
る
と
の
調
査
結
果
も
あ

り
、人
材
確
保
に
お
い
て
も
多
様
な
働
き
方
の

実
現
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。町
内
事
業
所

の
皆
さ
ん
、こ
の
機
会
に
働
き
方
を
一
度
見
直

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
県
多
様
な
働
き
方
推
進
課

　
（

0
4
8
･
8
3
0
･
3
9
6
3
）

11
月
ま
で

「
働
き
方
改
革
推
進
期
間
」で
す
！

　

埼
玉
県
公
労
使
会
議
で
は
、7
月
か
ら
11
月

ま
で
を「
働
き
方
改
革
推
進
期
間
」と
し
、長
時

間
労
働
の
是
正
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○�

期
間
中
の
毎
月
第
1
･
第
3
水
曜
日
を「
県

内
一
斉
ノ
ー
残
業
デ
ー
」と
し
、定
時
退
社
を

呼
び
か
け
ま
す
。

○�

期
間
中
は
、5
日
以
上
の
年
次
有
給
休
暇
の

取
得
促
進
を
呼
び
か
け
ま
す
。

○�

取
引
先
と
の
関
係
が
長
時
間
労
働
の
原
因
と

な
ら
な
い
よ
う
、他
社
へ
発
注
す
る
際
に
は

「
短
納
期
発
注
や
急
な
仕
様
変
更
等
」に
よ
る

「
し
わ
寄
せ
」を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
配
慮

す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
す
。

問
県
多
様
な
働
き
方
推
進
課

　
（

0
4
8
･
8
3
0
･
3
9
6
3
）

ご
視
聴
く
だ
さ
い
！

埼
玉
県
労
働
セ
ミ
ナ
ー

　
町
は
県
と
共
催
で
、労
働
セ
ミ
ナ
ー
を
県
公

式
Y
o
u
T
u
b
e
で
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
し

ま
す
。

労
働
法
の
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
～
労
働
条
件
～

配
信
期
間
／
令
和
5
年
3
月
17
日
㈮
ま
で

申
込
期
限
／
令
和
5
年
3
月
14
日
㈫
ま
で

配
信
時
間
／
90
分

内�

労
働
条
件
の
ル
ー
ル
や
ト
ラ
ブ
ル
事
例
と
対

処
法
等
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
す
。

講 

師
／
特
定
社
会
保
険
労
務
士
･
若
杉
由
加

里
氏

労働法の基礎セミナー
～労働条件～

ワークライフバランスの実現
～仕事と生活の両立～
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